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第 3種郵便物記可 )

木
津
川
市
で

‐‐
活
動
す
る

「木
津
の
文
化
財

と
緑
を
守
る
会

，
（岩
井
照
芳
会
長
、
会
員
約

■
０
０
人
）
は
こ
の
ほ
ど
、創
設
“
周
年
記
念

の
会
報

「泉
」
第

，
号
を
発
刊
し
た
「
日
木
津

町
史
に
も
記
載
が
な
え
、ヽ
伝
承
で
し
か
な
か

祠
躙
蟄̈蝙

る
」
と
、
会
員
は
胸
を
張
る
。

難
蒙
飾
語一難判
晨
「
林螂熙
いいな躍

（も

と
後
撃
露仏曇
務
局
長
＝
木
津
川
■
・　
　
　
　

．●
●
″

と
話
す
「

暦意?警鷺亀

同
会
が
平
成
１７
年
ご
ろ

入
手
し
た
木
津
の
名
家
の

古
文
書
に
は
、
江
戸
時
代

に
織
物
の
検
査
を
す
る

「判
場
」
で
判
を
押
し
て

木
津
晒
に
税
を
課
し
た
こ

と
や
、
奈
良
晒
か
ら
合
併

の
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

た
。岩

井
会
長

（η
）
は
「山

城
判
場
や
木
津
晒
を
記
し

た
初
め
て
の
史
料
で
、
私

［
”

和
‐‐

伝‐ど
』
一
舞
』
一
一
中

戸
時
代
の
百
科
事
典
）
に
い

晒
布
産
地
と
し
て
、
和
州

奈
良
な
ど
と
と
も
に
山
州
一

江
戸
時
代
の
織
物

‐
４〇
一周
年
記
念
の
会
報
冊
子
で

「木
津
一晒
」を
解
説

荒
れ
て
い
た
興
福
寺
築

城
の
中
世
城
郭
、
鹿
背

（か
せ
）
山
域
跡

（同
市

鹿
背
山
）
は
い
同
会
の
整

備
も
あ
っ
て
、
来
年
国
史

跡
に
な
る
予
定
。
事
務
局

長
の
後
藤
啓
治
さ
ん
（％
）

‐‐
も
侭
力
し
て
き
た

，
・

ほ
か
に

，、　
―
恭
仁
（く
に
）

京
や
奥
福
■
の
創
建
瓦
を

焼
い
た
海
谷
瓦
窯

（が
よ

う
）の
保
存
活
動
も
記
載
。

岩
井
会
長
は

「勉
強
す
れ

ば
、
大
和
と
相
楽
郡
は

，

緒
と
分
か
る
ｏ
Ｉ
動
資
金

脚
鮮
懸
ド
嶼螂

い
」
と
呼
び
掛
け
る
。
　
一

会
報‐
は
■
４
判
制
な
。

■
冊
９

‐０
０
円

（別
途
送

料
、
封
筒
代
計
１
０
０

円
）
。
問
い
合
わ
せ
は
岩

井
会
長
、
電
話
０
７
７
４

（７
２
Ｙ

‐０
０
１
４
。


